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北海道大学留学生センタ一紀要 第8号 (2004) [研究論文]

宣撫班本部編『日本語曾話議本』の文献学的考察

ーその成立過程をめぐって一

中村重穂

要旨

小論は、日中十五年戦争期の大日本箪宣撫班編纂教科書『日本語舎話

護本」について、中華人民共和国北京市柏案飯で新たに発見された巻本

を既存の巻本と対照し、それらの校異を明らかにしつつその成立過程を

考察したものである。その際、特に書体・字形の異i司、表紙・裏表紙の

相違、誤記・ 5財産、中でも表音式表記の崩れに注目し、各巻・各日反の成

玄符:期を推定した。その結果、 1)初版は満鉄系宣撫官によって執筆・

刊行されたが、他の版は一般公募による宣撫官によって改版・刊行され

たこと、 2)北京市で発見された版は第四版で、宣燦班解散後に中華民

国新民会に引き継がれて改版・刊行されたこと、 3) ~巻一(第四版).iJ

のみ改版作業に中国人が関与した可能性があること、 4) ii巻二」の第

三版と第四版は同じ印刷者によるもの、の4点が推定された。最後に今

後の課題として、中国人の関与に関するさらなる検討と史料探索の継続

の必要性を述べた。

〔キーワード〕大日本軍宣撫班、「日本語含話讃本」、華北占領地、実藤

文庫、北京市街案館

1 . はじめに

F日本語舎話議本』は、日中ト五年戦争期に大日本第宣撫班(以下宣操

班と略)カ汗4行した日本語教科書であり、「泰一J I者二J が存在する。従

来の日本語教育史研究に於ける華北占領地をめぐる考察では、宣撫班など

の末端の工作に属する日本語教育はその対象となることが極めて少なかっ

た。しかし、戦中期日本語教育史を研究する上で、日本語教育の「専門家」

この概念の明確化自体が大問題であることは承知の上で敢えてここでは

それには触れないーの活動に主たる焦点を定めた従来の考察だけではその

全容を解明しきれるものではなく、宣撫班のみならず中華民国新民会や議
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(=兵員、部隊)による日本語教育が今後研究対象としてさらに取り上げ

られるべきであると考えられる O

筆者は、このような問題意識から宣撫班や率の日本語教育の実態解明を

課題とし、過去の論考〔中村 (2002a /2002 b /2004) Jに於いて『日本

語舎話語本』を考察してきたが、今回、 r!J華人民共和問北京市に於いて新

たに F日本語舎話讃本」が発見されたことを承け、再度この教科書の諸版

の校異とそれによる成立過程の考察を小論に於いて試みることとしたい。

なお、以下の記述中には現代に於いては不適切な表現が現れることがあ

るが当時の意識を表す史料として敢えてそのまま記すこととし、史料から

の引用中の間仮名遣い・旧漢字については漢字のみ新漢字とした。また、

以下の記述中の「中国J は{日中華民国を表すものとし、現在の中華人民共

和国はそのまま正式国名を記すこととする。

2. r日本語会話読本~ Iこ関する書誌情報

本主主では、 F 日本語会話読本~ (以下 r読本」と略)の書誌情報を整理し、

先行研究に於ける問題点に関してその後明らかになった事柄を報告する O

「読本』は、中村 (2002a : 101)で報告したように、現在日本国内では、

東京都立中央図書館特別丈康室実藤丈庫に「読本巻-.iIiJ同 巻二JJ (以

下『巻ー，JJlF巻二」と略。ともに初版)が各 1冊、 GW言語文化研究所に「巻

一JJ (版未確認)が1冊所蔵されており、これに筆者所蔵の F巻二(第三

版)JJ 1 ff昔の計4点が確認されている。

巻については、公式記録として多田部隊本部(1940: 8) に『巻二』ま

で刊行された記述があるが、「読本』の「緒言」には「本書ワ今後逐次、

巻三、巻四ト発行スル予定デアル。」とあり、また各務 (1943: 28)が T読

本JJ 4部の(= iJ巻三JJ iJ巻四』の)存在を述べている。筆者は、これに

ついて中村 (2004: 94)で疑義を呈したが、併せて各務家に、各務虎雄の

i日蔵書中に「巻三JJ !I巻凶J の原物あるいはその存在を裏付ける文書等が

所i哉されていないかどうか開会を行った。これに対して、昨 (2003)年9

月、ご令息・各務茂雄氏よりお電話で、(昨年 9月段階では)該当する資

料が見いだせない旨ご回答を賜った。

また、中村 (2002a : 101)で「マイクロフィルムのため未確認」とし

た東京都立中央図書館特別文庫室実藤文庫所蔵本の大きさは、その後実測

した結果、 F巻一~ r巻二」とも縦14.8cmX横10.8cmで、筆者所蔵の『巻二

η
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υ
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(第三版)Jlより横が0.4cm長いことが判明した。

以上の国内調査に碁づく報告を承けて、次章以降では新たに発見された

r読本」と国内に所蔵されている初版との対照を行いたい。

3. 新発見の「読本」について

3.1 発見の経緯

今回の新たな「読本」の発見は、筆者によるものではなく、 2003年 3月

23日-2004年 3月31日まで国際交流基金により中華人民共和国北京市の北

京日本学研究センターに副主任として派遣されていた北海道大学言語丈化

部助教授(中田語担当)・清水賢一郎氏の手によるものである。本節では、

この発見の経緯について少しく説明しておきたい。(以下敬称略)

発端は、昨 (2003)年8月初日、筆者が、日本語教育史研究会 (1993: 

152) に掲載された熊野逸馬(1938) :r日本語と日本語教授法概要~ (新民

会中央指導部)という中国科学院所蔵の審物の所在について清水に問い合

わせたことであった。清水は、北京に於いて勤務の傍ら史料を探索し、こ

の過程で北京市柏案館公文書館)に熊野逸馬に関する北京市警察局の

ファイルが一件存在することを確認、 10月30日に同館に赴いてこれを実見

するとともに関連史料を探索するうち、問館所蔵「北京特別市工務局」の

ファイル(桔案号ニファイル番号 J17-1-2356) 及び「北京特別市警察

局」のファイル(同:J 183-2-33374) に収蹴されている T巻-J1 W巻二』

各…組ずつ(計4冊)の発見に及んだのである O 清水はこれらを検分する

とともに筆者に連絡し、筆者は清水に情報提供と複写送付を依頼、本(2004)

年2月2日に両巻の複写が筆者の手元に届けられた。

以上が今回の r読本」発見の経緯である。

3.2 新発見の T読本」の概要

本館では、新発見の T読本』について、その概要を清水の検分報告1)を

もとに提示することとする。なお、中村 (2002a)で既に概要を明らかに

してある筆者所蔵本と前述の実藤文庫所蔵本との校異は次章で示すことと

したい。

まず、清水から送られてきた『読本J の複写は、前節で述べた 2組4冊

のうちの「北京特別市警察局」のファイルに収められていたものである。

実見した清水によると、「北京特別市工務局Jのファイルの f読本』と「北
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京特別市警察局」のファイルの T読本」は同…のものであり、前者に添付

された北京特別市公署秘書庭1941(昭和16)年10月2日付連絡文書「件名

:奉市長公y特務機関送来読本等訪分r七局一虚等因函連査照由J (文書番

号:文字第18号)によれば、日本軍「特務機関から送られて来た「読本J

を、 [務局や社会局、教育局、警察局などの 7局1庖で日本語を学習して

いる職員に配分することになり、工務局に50flll送付されたJ2)ことになっ

ている O このrjlの警察局に送られたものが上記「北京特別市警察局」のファ

イルに収められており、警察局の連絡文書(文書番号:総字第66号)に1941

(昭和116)年10月4日の日付があることから、 10月2日に北京特別市公署

にー括送付された『読本」が4日に警祭局に送られたことが判る。筆者入

手の複写は、「巻… r巻二」とも表紙から裏表紙までの全ページであるが、

両巻とも扉裏に付いていた地図(ェ筆者所蔵の「巻二(第三版)01 扉裏に

ある「華北・華r:j:l・華南完全安定」という地図)は梢案館の規定により寵

写が許可されず、入手できなかった。

この弓売本」の大きさは、「巻一」が縦15.2cmx横10.5cm、『巻二』が縦

15.1cm x横10.5cmで、筆者所蔵の F巻二(第三瓶)01 より縦が F巻一」で0.4
cm、F巻二J で0.3cm長く、横がO.lcm長い。また、実藤文庫所蔵本と比べ

ると縦が『巻-j で、0.4cm、T巻:二J で0.3cm長く、横は0.3cm短い。

「巻一」は、「卒者言J 1ページ、前述の削除された「地国J 1ページ、

五卜音・濁音半濁音表1ページ、持音・劫長音表1ページ、本文全50諜53

ページで、「巻二Jは、「巻-JJ と同じく「緒言J 1ページ、「地図J 1ペー

ジ、五ト音・濁音半濁音表 1ページ、 J劫幼音.劫長昔表1ベ一ジに「目次」

が2ベ一ジ

版組は、 l片[1村(位20∞02a : 101)の諸版と同じくし、縦書きでで、、上段に日本語、
Fド令段にL中ド問語訳が印制され、各課二者(一部三者)開の会話と「練習資料」

(関連語業)数語から構成されている。

最大の注目点として、「巻…」では表紙、扉とも「日本語会話読本 巻一」

という襟題以外に瓶も編著者も一切記されておらず、他方、 F巻二」では

表紙の標題右上に「第四版」の記載があることが挙げられる。但し、『巻

4 表紙にも編著者はなく、扉は標題のみとなっている。

そこで、次章では、国内に存在する 4冊のうち附言語文化研究所所蔵本

を除く 3冊と、新発見の「読本』との校呉を明らかにし、その成立事情を

推定してみたい。
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4. rE売本J 諸版の校異

本章では、まず、表1で 両版の、表2で『巻二J各版の校異を

示す。その際、表2に於いては、 T巻二(第三版)~、 f巻二(第四版)~で

第二十六課の行組みが変更され、さらに「巻二(初版)JJ 第二十八課「訊

問Jが削除された結果、ページ及び行が初版とずれているため、第三版以

降の課・ページ・行を( )で註記した。例えば、初版第三十八課50ペー

ジ4行目は第三版以降第三十七課49ページ4行自となるが、これを (37/49

: 4) と表しである O また、漢字のルピの校異については当該漢字の後に

( )で示しである O

次に、「巻~JJ 、「巻二」各版の聞での異同(ニ各版の「横」の関係)を

述べ、続いて F巻一一』と「巻二」の間の異同(ェ両書の 'M，むの関係)を
述べることとする。但し、外形上の相違は既に前章で明らかにしたので表

中では特に触れていない。また、 1章末尾で引用中の漢字を新漢字とする

と述べたが、校異には書体・字形も含まれるため、表中の引用はi日漢字の

ままとする O 書体・字形の検討に当たっては、現在使用されている書体見

本を掲載しているインターネットサイト「和文フォント大図鑑J (桜花デ

ザイン市IH乍、 URLニhttp://ohkadesign.cool.ne. jp/wabunfont) の「イワタ
書体」を参照した。

なお、以下の叙述に於いては、 F読み'JJ諸版を下記略号で示すこととする。

1.東京都立中央関書館実藤文庫所蔵 F巻一(初版LJ…S1 1 
2.北京市桔案館所蔵 F巻一』…PIX

3.東京都立中央図書館実藤文庫所蔵『巻二(初版)JJ …S2 1 

4. 筆者所蔵『巻二(第三版)~…N 2 3 

5.北京市楢案館所蔵『巻二(第四版)~… P 2 4 

北京市柏案館所蔵 r巻一』は、版の記載がないため“X"としておいたが、

この版の確定についても小論で検討してみたい。

4.1 r巷一』喬版の校異

S 1 1とPIXの最大の違いは、既述のように表紙、扉の編著者・版の

有無である。 PIXの版は後に検討するとして、ここではPIXの表紙が

S 1 1から編著者と版を削除したものであるかどうかについてのみ言及し

ておくと、表紙の「日本語会話読本」という活字はいずれも現代の活字で

えば極太ゴシック体に近いものであるが、表 Iに示したように…部の画
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表1・ r巻一」告版校異

子
J

一
f
 

百
二果一
紙

ニ
守
口
+
一
一
~

S 1 1 P1X 

「語Jr話」の「言J 吾」の「口J 11 r語話」の「言J r吾」の「口J

部のqJ高が狭い 1部のJIJ]j¥:が広い

「曾」の12箇日が10画白と11凶日に 11 r舎」の12画自が10画目と11関自に

接しない 1接している

の8TI耳目が10画日より僅かに 11 r譲」の 8函日と10両日の長さは同

長い 11じ

の18爾臼と19問自が16爾目と 11 r譲」の18廊目と19画自が16i明日と

17函目に接しない 1117画包に接している

「巻」が旧字体「巻」ではなく、 111 r巻」がIB字体「容」ではなく、 l
画自と 2密!日が斜めに書かれている 11画自と 2臨目がほぼ垂直に書かれて

いる

襟題左下に「笠撫班本部編J の記載 11編著者名の記載がない

がある

扉 1 1 標題左ドに「宣撫班本吉1¥編 1の記載 11編著者名の記載がない

i I I Iがある
!緒言111 1上段日本語文と下段中国詩文の行が 11上段日本語文と下段中国語文の行が

揃えである 11揃わず

1-21 r緒言」と項目「ー」の行間が狭い 11 r緒言」と項目「ーJ の行間が広い

2 1上段日本語文行末「…翁ニ編J 上段日本語文行末「…筋二」→「編」

は次行送り

下段中国諾文行米「・曾話者所J IIT段中国諾文行末「・舎話者」→「所」
は次行送り

4 1下段中国語文行末「…巻二、」→読 11下段中国語文行米「…雀二」→読点

点有り 1I無し

6 1下段中国語文行末「…表音」 下段中国語文行末「・・表」→「音」

は次行送り

6-71下段中国語文行末「…衣音式」→勾l下段中国語文行末「…衣音式。」→
点無し l勾点有り
一一L 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一→村一一一一一一一一一一一一一一一一ーー(一一一一一一一一一一一一一一一
8 1上段日本語文行末「…ナラシメタ oJ11上段日本詩文行末「…ナラシメタ」

→勾点有り l→句点無し

下段中悶語文行末「…以便麿」 下段中国語文行末「・・以便J- r磨」

は次行送り

8-91下段中間語文行末「…感用」→句点IIT段中国語文行末「…庭用。」→旬

無し 11点有り

10 1上段日本語文行末「…在ル。」→匂 11上段日本語文行末「…在ル」→句点

点有り 11無し

下段中国詰文行末「…曾話J ド段中国詩文行末「ー舎」→「話」

は次行送り
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課 11支i行 S 1 1 PIX 

上段日本語文行末「…前」→「二」

は次行送り

12 1上段日本語文行求「…前ニ」

下段中国語文行末「…先言文J 下段中国語文行米「…先旨」→「文J

は次行送り

13 1上段E!本語文行末「・・文章JJ 上段日本語文行末「…文」→「主主JJ

は次行送り

下段中間告文行末「・・舎話箆精J 11下段中国語文行末「ー舎話」→「鰭
ilff J は次行送り

14 1と段臼本詩文「…マ〉党エテ上段日本語文「…マ、オ党ヱテ」→
11 rオ」挿入

下段中国語文行:末「…次之司令也壊J 11ド段中国語文行末「・・次之」→「可
也軍J {土次行送り

15 I-F段中国諾文行末「…有者鐙量牢記J11下段rド国詩文行求人・有者」→「箆
l量牢記」は次行送り

i6-r予反誌面1l¥s'支長云 f二時通吉元IUff記lミ忌平面語云忌孟 r...品一語会)]J二
j之可 11r暗記之可」は次行送り

五112 1 6 1中段「パ、ペ」の'"F'i弱点が「ピ、プ、 11rt段「パ」行'1'-濁点の大きさが全て
音同11 1ポ」の半j弱点より若干大きい 11同じ

中段「ピ、プ」の半濁点が文字の右 11中段「ピ、プ」の半;弱点が文学の右

肩 11下

10 1下段中国語文「…字母…J IIT段中eCl語文人・字毎・・」→「母」
を「毎」と誤記

司王(γζ万五両玩誌面一一一--rr~-~ 両両両面前
1 1 1 1 7 1本文と補充語支の仕切記号 r<>Jが、 l本文と補充語表の仕切記号「く)Jが、

北京版より小さく、描線が太い。全111)]版よ 大きく、摘線が級い。全課
課とも同じ。 11とも同じ O

4 1 4 1 7 1文末 r.アリマセン。→鍵括弧無し|文末「・・アリマセンoJ→鍵括弧有
り

71 8 1 2 1 rヱンピ /Jの半濁加古文宇の右肩11rエンピア」州'濁削?文字の右下

8 1 8 1 7 1文末「・・ゴヨオジ デスカoJ→句11文末「…ゴヨオジ デスカ」→勾点
点有り 11無し

10111111文末「…ハイテ イマス。」→句点11文末「…ハイテ イマス」→句点無
有り 11し

i1 ¥121 3 1 rキヨオ 11 rケヨオ」→「キ」を「ケ」と誤植

13 1141 3 1 r通誇(アワヤク)J→ルビ「ウ」を 11 r通誇(ツウヤク)J
「ワ」と誤摘

6 1 r商安(ショウパイ )J→ルピ表音式11r商資(シヨオパイ )J
君主記「シヨオ」を「ショウ」と誤植

14 1151 3 1 r四年生デスcJ→句点有り 11 r協l年生デス」→句点無し

0
6
 

ρ
h
u
 



員果 自{ rr S 1 1 PIX 

17 17 9 「オ湯」 「お湯」→カタカナ表記なのに「オ」

を「お」と誤植

18 18 8 「這入ァテモ イイデスカ oJ→促 「這入ツテモイイデスカ oJ→促者

青細書し、分かち書き有り 細書せず、分かち手書き無し

20 20 7 「村長(ソンチヨオ)J 「村長(ソンチョウ)J→ルビ表音式

表記「チヨオ」を「チョウJ と誤植
一一目白司自→[ー→一ー→ーーーーーーーーーーーーー-ー一一一→

8 「何 トユウ人デスカ oJ ，{可 ト イウ人デスカ。」→表

音式表記「ユウ」を「イウJ と誤植

22 22 6 「皮(カワ)J→jレピ有り 「皮」→ルピ脱落

23 22 9 「支苦15料理(シナリョオリ )J→ルピ I '支那料理」→ルピ脱
有り

24 23 8 「オJJII減(カゲン)J →ルピ「カ」有 「オ加減( ゲン)J→ルピ「カ」脱

り 洛

9 「火祭(タイヘン)J→ルピ有り 「大渓」→ルピ脱落
ー百円F明今一一→→←一一→ー一日目白“

9 下段rt国諮文「党着好多了。」 F段中間詩文「党着失多了。」と誤

f直

25 25 2 「…普通列車(フツウレツシヤ)テ、ス」 「…普通列車( ツウレツシヤ)デ

→句点無し ス。」→ルピ「ブ」脱落で、句点有

4 「寝台車(シンダ シヤ)J→ルビ「イ」 「寝台車(シンダイシヤ)J→ルビ「イ」

税落 有り

26 26 2 下設中国語文「兄弟去年故去了。J 下段中国語文「兄弟去年故去 JJ 

→句点有り →勾点無し

27 26 「…貸シテ 1マサイ oJ 「・・借シテ 下サイ。」→「貸」を「借」

と誤:ti宣
ーーーーーー一一ー一一ー一一一一ーー

27 ，{吏ッタラ…」→f足音紛l議: '1i史ツタラ…」→促青級書せず

30 31 下段中国語対訳語柔「黒 !古J 下段中間語対訳語会税洛

31 31 5 「・悶(シ)メナサイ。」→ルピ「シ」 「…間メナサイ。」→ルピ脱落

有り

6 下段中国語文「…イマ名度。」→鍵括 下段中国語文「…不熱E襲。→鍵括弧

弧有り 無し

8 下段中国語文「…還好。」→句点有 下段中国語文「…選好」→句点無し

ザーー『一一ーーーーー一目白山目甲山ー日回一ー

32 1-2 「…カケマショオoJ→効音織委 「…カケマシヨオ。」→効斎細書せ

ず

32 32 8 「…音デスoJ→「デスJ の分か 「…音デス。」→「デス」の分かち

ち書:き有り 苦言き無しで「音」呉字形

33 1 「今日(キヨオ) ワー"J 「今日(ケヨオ) ワー・」→ルピ「キJ

を「ケ」と誤植

69 



課 i頁j行 S 1 1 P1X 

5 下段中間吾文「在北京oJ→句点有rF段中国語文「在北京」→句点無し
り

33 1341 2 1 r・・湾民デスカ。」→「デス」の分11r…窮莫 デスカ。」→「テ、ス」の
かち喜一き無し 11分かち書き有 1')

8 1 r…誰デスカ。」→「デス」の分11 r…誰デスカ。」→「デス」の分か

かち書き有り 11ち書き無し

34 13517-81 r・貸シテ下サイ。J 11 r・借シテ下サイ。」→「貸」を「借」
と誤椋

35 1371 2 1 r惚草(ダパコ)J→ルピ「んを「ダJ11 r煙草(タバコ )J で r1~J 異字形
と誤植

38 1391 9 1 r今日(キヨオ) ワ… 11r今日(ケヨオ) ワ・」→ルピ「キ」
を「ケ」と誤植

401 1 1 r今日(キヨオ) ワ…」 「よ「日(ケヨオ) ワ…J-ルピ「キ」

を「ケ」と誤植

4 1下段中国語文「那是1&:想、錯了罷。J 11下段中国語文「君関紙怒錯了。罷」
→句点の位置の誤記

39 1411 1 1 r今日(キヨオ)・ 11r今日(ケヨオ)・」→ルピ「キ」を
「ケ」と誤植

6ISP比一 干~J 二亙示豆一
421 2 1下段中包語対訳語裳「痢疾(飽祉)J 11下段中国語対訳語裳「痢疾」→ r(胞

日I:)J の脱落

40 1421 8 1 r…来マシタoJ→ルピ「キ」税務 11r・・ 31ミ(キ)マシタoJ→ルビ有り
ー一一一時一一一一一一一一一一一一一一一切同一一一一一一一一一一一一一一一一日明一一一一一一一一一一一一
431 2 1 r太陽(タイヨオ)J 11 r太陽(タイヨウ)J→ルピ表音式表

記「ヨオ」を「ヨウ」と誤植

42 14418叩91r…イルデショオ」→効音継妻 「…イルデシヨオJ→効音細書せず

43 1451 7 1 r…這入ッテ イマスカ。」→f足音11r…這入ツテ イマスカ。」→促斎
細書 11 細書せず

8 1 r・這入ッテイマス。」→促青細書 11r・・這入ツテイマス。」→促音羽11書
せず

461 1 I rカマワヌ」 「カマハヌ」 →表音式表記「ワ」

を「ノ、」と誤植

44 1461 6 1 r…デショオ」→句点無し 11 r…デショオ。」→句点有り

45 1471 3 1 r明朝(ミヨオチヨオ)J 11 r明朝(ミヨウチョウ)J→ルピ表資
式表記「ミヨオJ チヨオ」を「ミ

ヨウJ rチョウ」と誤植

下段中国詩文「明朝八票占銭的火車l下段中国語文「明朝八勃銭火車去。」
去oJ →「的」の脱落

-4-r子議:L 干瓦孟 1) 三:了三日7三~Jlr雇 -z-L12iit 二二三一三日L
の分かち書き無し 11 rニ」の分かち苦手き有り

一70ー
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! \:;\\\!\\\\\7\j!一一1!一一一一\;;;二\:;二1;T!;;:1;1\;1一:11fT「一:\\f:7;J:\里I~\一一一~Jl--I:::-干コ市\\干川川:ト目M\i;:!;iiJii i 1Ji1;己1
1J5i.i?i 

8 1 r停車場(テイシヤジヨオ)J 11 r停車場(テイシヤジヨウ)J→「場」
を「場」、表青式表記「ジヨオJを「ジ

ヨウ」と誤植

「入場券 11r入場券」→「場」を「場」と誤楠

46 1481 2 1 r・・イクラデスカJ→句点無し 11 r…イクラデスカoJ→句点有り

4-51 rυ アリマセンカ」→勾点無し 11 r…アリマセンカ。」→句点有り

6 11'段中国語文「・・這是現在復時輿l下段中国語文「…還是現在f良時輿
的。的。」→「這」を「還」と誤楠

7 1 r…流行デスJ→句点無し 「…流行デス。」→勾点有り

「モツト」→{足音細書せず47 1491 6 1 r…モット」→{足音総書
-8Tr二子ヨ子17五日J ~11Ê吾肩書rr-.~~ヂ汗干三三五五7三足長治蚕

せず

49 1511 8 1 T段中国語文「諜設令兄結婚了。J 11下段中国語文「聴設令兄結婚了」
→句点有り 11→句点無し

8-91 r…ソオデスネoJ→鍵括弧有り 11 r…ソオデスネ。→鍵括弧無し
52 r:3T-r~ど長{ジ亙正子) J ~Jl-- 1:::-r3 J 盃rri長[ジ干ヲ)J一 ~Jl-- ぶ f五J 1J5i.孟

50 1521 8 1 r銀行(ギ、ンコオ)J 11 r銀行(ギンコウ)J →ルビ表音式
表記「オ」を「ウ」と誤植

下役中間詩文「在銀行自力隔壁。」→l下段中国語文「在銀行的隔壁」→旬
句点有り l点無し
53t-i-i弓五三 一一一一一一一一一一--tl-5-iぷ二ジ誌面子三品
2 1 r銀行(ギンコオ)J 11 r銀行(ギンコウ)J (53資1行Dl→

ルビ表青式表記「オJ を「ウ」と誤

植

…ド段中国語文「夜銀行的斜釘過。J Ilf段中国語文「在銀行的斜釘過」→
→句点有り 11句点無し

ーゥi
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の書さーん、付き・離れの仕庁が異なっており、同ーの活字(あるいは印刷

者)とは認めがたい。

また、「緒言」の段組みがS1 1とP1 Xでは異なっており、 S1 1が

上段日本語文と下段中国語訳の各項目/行を対応させているのに対し、 P

1 Xでは「二」以降の項目/行がずれて印刷されている O

さらに、書体について言えば、いずれも明朝体を使用しており、そのウェ

イトは(あくまでも現代の書体からの判断であるが)中明朝体一太明朝体

のIctl間程度のものを使用しているが、 PIXは、払いの部分がやや直線的・

鋭角的で、同じ明朝体でも S1 1と異なる書体を採用していると見ること

カfできる O

加えて、本丈には74箇所に及ぶ文字、表記、約物3)の相違が見られる。

それらを重要な項目毎に分けてまとめると以下のようになる。

a 句読点の有無

. S 1 1にあるがPIXにないlJtl...9箇所

. S 1 UこないがPIXにある例… 6筒所

b. ルピの脱落

. S 1 1にルピがあるがPIXにない17tl...7関所

. S 1 1にルピがないがPIXにある例… 2箇所

c 鍵括弧 (f J) の脱落

. S 1 1に鍵括弧があるがPIXにない例… 2笛所

. S 1 1に鍵括弧がないがPIXにある仔ト・ 1筒所

d. その他の文字・表記の誤記・誤植・脱落

. S 1 1の誤記・誤植・脱落がPIXで訂正されている例・..3箇所

. S 1 1の正用がPIXで誤記・誤植・脱落となっている仔ト.25筒所

e 分かち書きの有無

. S 1 1にあるがPIXにない例… 3箇所

. S 1 1にないがPIXにあるlJtl...3箇所

f.掲音・促音の細書

. S 1 1にあるがPIXにない例… 8箇所

. S 1 1 ~こないがPIX にある lJtl...無し

これらのうち、分かち書きと劫音・促音の細書については、 S1 1の段

階で既に不統ーがあり、そのためPIXで異なっていてもそれらが誤記・

誤植なのか、あるいはS1 1の誤記・誤植を訂正しようとしたものなのか
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定かで、はなく、単なる相違としか解釈できない。しかし、これまで述べた

諸点に加え、 S1 1本文三 1-二課の「音」、三十五課の「煙」、三十九課の

「咳」に対する PIXでの異字形「音」、「煙」、「咳」の使用を勘案すると、

表lから全体として;

1) S 1 1の誤記・誤描・脱落がPIXで訂正されているfyUもあるが、そ

れ以上にS1 1にはなかった誤記・誤植・税落等がPIXに多く現れて

いること

2 )特にj二記dで、 S1 1の表音式表記の誤記がPIXで訂正されている

例は l筒所であるのに対し S 1 1の表音式表記がPIXで誤記となっ

ている例は9箇所となっていることから、 PIXでは『読本』の特徴で

ある表音式表記の原則が損なわれていること

3) S 1 1とPIXは、印刷者(若しくは使用された紙型/活字)が異な

ること

の3点が看取される O

4.2 巷二J告版の校異

表2からl宣ちに分かることは、 N23とP2 4の「緒言」と本文の著し

い共通性である。一部のルピ・句点の有無に相違はあるが、表2を見る限

り、 N23とP2 4は、「卒者言」と本文に関しては碁本的に同ーの印刷者

(または紙型/活字)によって印刷されたものと考えられる。このことは、

表中に見られる行組み・表記の同…性の他に、書体・字形によっても傍証

され得る。ウェイトを見ると、 S2 1は、 S1 1と同じく中明朝体~太明

朝体の中間程度のものを使用しているが、 N2 3とP2 4は、同じ明朝体

でもやや縮明朝体に近い書体を採用している O また、 S2 1本丈十五課の

「冬」、十六課の「躍」、二十五課の「寒」、四十四課の「娘」、四十八課の

'?良J に対する異字形「きら」、「履」、「寒」、「娘」、'?良」は、 N2 3とP2 

4で同ーのものを使用している O

他方、表紙、及び裏表紙について言えば、表紙の標題文字の書体は全て

極太ゴシック体に近いが、字形は r，巻~d1両版の場合と同様一部の繭の書

き方、付き・離れの仕方が異なっており、さらには裏表紙の関がN23に

しかないことから、こちらも同ーの紙型/活字(あるいは印刷所)とは認

めがたい。

以上から、三つの『巻二』はそれぞれ表紙、及び裏表紙を替えて印刷さ
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れたが、「緒言」及び本文については、 N23とP2 4はほぼ問ーと見な

すことができる。そこで、以後本文校異については、碁本的にはS2 1と

N 2 3を対照し、必要に応じてP2 4をこれに加えることとする。

本文には S2 1とN23の聞に33箇所、 N23とP2 4の開に 4箇所、

S 2 1とP2 4の聞に38箇所の文字、表記、約物の相違が見られる O それ

らを「巻ー」の場合と同様に重要な項目毎に分けてまとめると以下のよう

になるO

a 句読点の有無

. S 2 1にあるがN23にない例… 3箇所

. S 2 1にないがN23にある1Jtl・..無し

.S21.N23にあるがP2 4にないlJU'"1箇所

b.ルどの脱落

. S 2 1にルピがあるがN2 3にない例…無し

. S 2 1にルビがないがN23にある1Jtl.・.2箇所

. S 2 1・N23にルどがあるがP2 4にない例…3箇所

c その他の文字・表記の誤記・誤植・脱落

. S 2 1の誤記・誤植・脱落がN2 3で訂正されている伊ト.4筒所

. S 2 1の正用がN23で誤記・誤植・脱落となっている例… 9箇所

d.掲音.1足音の細書

. S 2 1にあるがN2 3にない例… 3箇所

. S 2 1にないがN23にあるfJtl...無し

前節で「巻-dJ両販の間に見られた分かち書きと鍵括弧の有無について

は、 F巻二』各版の間では相違点がなく、また、掲音・促音の細書につい

ては、 「巻-dJの場合と同様である o j，.j以以Jユ辻t、LしJ今一一一一」上千一一一」ム一一j千一Iム1

4) ルピ、やJ湯寄点等については、 S2 1→ N23で訂正が施されているが、

それ以外の点に関しては、後の版に誤記・誤植等が多く現れていること

5 )特に、上記 Cで、 S2 1の表音式表記がN2 3 (及び~P 2 4)で誤記

となっている例が7箇所となっていることから、 N2 3 (及びP2 4) 

でも PIXと同じく『読本』の特徴である表音式表記の原則が損なわれ

ていること

6) S 2 1の印刷者(若しくは紙型/活字)は、 N23.P24と異なっ

ているが、 N2 3とP2 4は、表紙、及び裏表紙は替えられているもの

のそれ以外の部分については同じ印刷者(若しくは紙型/活字)による

。。
円
t
f



こと

の3点カがf

以上が、 T巻〕、「巻二」各版の校異である O

4.3 巷-.:1 r巻ニJ間の校異

「巻-~と F巻二」を対照するに当たり、まず、全ての版の共通部分で

ある「五十占音図」を見ると、「巻~~では S 1 1、PIXともページ、のよ

段(清音、扮j音)とード段(濁音、半濁音、持長音)の区切り線がないが、

r巻二」ではどの版にも区切り線がある。さらに、表記を見ると、 S1 1、

N 2 3、P2 4の半濁音では半濁音二符号が丈f宇の右肩上部に付いているが、

S 2 1の「ピ」行抑j長音と PIXの全ての「ピ」では半濁音符号が「ヒ」

第1画自の右下に付いている。

もう一つの共通部分である「祐吉」を各巻の聞で見てみると、 S1 1 、

S 2 1、PIXの「緒言」は、 ff組み(=各項目の一行字数と行聞の空け

方)が相互に呉なっており、 S1 1では項目二、三、四、五の次行が空行

となっているが、 S2 1では項目三の次行のみ、 PIXでは項目二、五の

次行のみが空行となっている。既述のように、 N23とP2 4の「緒言」

の行組みは同一で、あり、各項目の次行に空行はない。

表紙の標題「日本語会話読Jド」については、 S1 1とS2 1の丈字を重

ねてみると、同じ初版でありながら、書体や画の付き・離れは向じである

が、 S2 1の各文字はS1 1のそれより角が丸みを情びている点が異なっ

ている O ただ、これは印刷過程での活字の磨滅とも考えられ、直ちに字形

の相違とは決められない。それよりも、ポイントを見た場合、 S2 1の方

がS1 1よりも lポイント程度大きめの活字を使用しており、その結果、

題字の縦揺(ニ「日」から「本」までの長さ)がS2 1の方が長くなって

いる O 他方、重要な発見として、 PIXとP2 4の題字が大きさ、印字{立

置とも完全に重なり合うことが挙げられる O これは、 PIXと他の諸版と

の聞には見られない特徴である。

次に、各販に見られる異字形を比較してみる O 異字形活字が使用されて

いる文すーは、「音」、「煙J、「咳」、「冬」、「房」、「寒」、「娘」、「浪」の 8字

であるが、 r巻一」と T巻二』に共通するのは、「音」と「煙」のみである

ため、これら 2字の各版での字形を見ると、 S1 1三十二課「音」は、こ

の版のみに見られ、他の巻・版 (P1 X三十二課「音」、 S2 1三イ九課

G
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=N23・P2 4三十八課「蓄音機J)では全て異字形「音」となっている O

また、 S1 1三十五課「煙J (←「煙草J) もこの版のみで用いられ、他の

巻・版(P1 X三ト五諜「煙草」、 S21.N23・P2 4二十一課「煙草J)

では全て呉字形「煙」である O

最後に、この校異で顕著に認められるのは、 PIXに於けるやや特異な

誤記・誤植である O まず、 S1 1十七課「オ湯」がP1Xでは「お湯」と

ひらがな表記になっている O これは、カタカナ表記の『読本J にあっては

ーケアレスミステークと育ってしまえばそれまでではあるが一校正漏れと

しても特異な誤植である。この「オ湯」という単語は、「巻ニ」 十七課に

も現れるが、 S2 1・N2 3・P2 4いずれもカタカナ表記となっている。

さらに特異なのは、 S1 1 I一課「キョオ」、三十二課・三ト八課・三

ト九課「今日」のルピ「キヨオJ に対する PIXの「ケョオ」及び「ケヨ

オー」という誤植である G この誤植は、 PIXに現れる全ての「今日」に及

んでおり、 F読本」全版で対照しでも、 S2 1・N23・P2 4ト九課、

S 2 1三十七課・四jゐ五課・凹十六課ェN23・P2 4三 j一六課・四ト山

課・四十五課の「今日J はいずれも「キヨオ」となっている。

以上が r読本」各巻・各版の校異である O そこで、次章ではこれらの校

異から考えられる T読本」の成立過程を推定してみることとする O

5. 考察_r読本』の成立過程一

F読本」の成立過程を考察するに当たって、以下の考察は、あくまでも

既存の巻・版に基づくものであり、今後さらなる史料探索の結果、未発見

の史料の出現によって大幅な修正が必要となる、あるいは否定される可能

性もあるものであることを始めに断っておかなければならない。

その上で、まず、 S1 1とS2 1について考察すると、既述のように表

紙の標題文字のポイント、「緒言」の行組み、五ト音図の相違から、これ

らの印刷者 印刷所、植字工、紙型、活字といった部分までのどの段階か

は特定できないが が異なっていることが推定される。あるいは、別のiJT
能性として、(筆者は当初中村 (2002a : 104)でこれらの推定執筆・刊行

時期を1937(昭和12)年12月14円以降としたが)印刷開始時期が異なって

いるとも推定できる O 当初推定のように両者の執筆・刊行時期を上記のよ

うに同時期まで遡らせた(=両者の執筆・印刷が並行して開始・進行した

と考えた)場合、わざわざ共通部分の標題や「緒言」や五十音図を替えた
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1)異字形を使ったり印刷者を別にしたりするのは不自然であると忠われ、

(執筆は従行して行われた可能性もあるが)印刷開始時期にはタイム・ラ

グがあると考えることもできるO

この逆の事聞として、書体・異字形・ 「卒者言」の行組みの同…性と本文

の誤記・誤植の共通性から、既述のようにN23とP2 4は、同ーの印刷

者(若しくは紙型/活字)の子によるものであると推定される。

ここで、 4.1の冒頭に記したPIXの版について考察してみる。結論を

先に述べると、 PIXは第四版と考えられる。その理由として、まず、 F巻

二二J でS2 1からN23/P24へと版を重ねるに従って『読本」の特徴

である表音式表記に崩れが生じているが、 S1 1とPIXの聞にもこの崩

れ (=P1 Xの方が表音式表記の誤植が多い点)が認められることから、

PIX はS1 1よりも後の版と考えられるということがある O その上で、

4.3で見たように、 PIXの表紙の襟題丈字がP2 4のそれと完全に重な

り合うこと、及びPIXとP2 4の異字形が共通していることが挙げられ

る。さらにここに、 3.2で述べた、 PIXとP2 4 が I~ヒ京特別市警察局」

のi可じファイルに収蔵されていたことを考え併せると、 PIXを第四版と

認めることは充分可能であると考える O

さて、 PIXを第四版とすると、そこから「読本」の成立事情として、

N 2 3、P2 4、PIXは、 S1 1・S2 1とは異なる担当者によって改

版された可能性が考えられるoSll'S21は、若干の誤植はあるが、

筆者が中村 (2002b : 65-67)で述べたように、基本的には在満日本教育

会教科書編輯部(1937) "初等日本語読本(改訂版)~ (以下 F初等J と略)

に1放った表音式表記を採用していた。これについて、筆者は、弓売本』の

執筆者が「初等J を参看した可能性を考え、読本」執筆者を南満洲鉄道

株式会社(以下満鉄と略)の関係者(または中国語教育関係者)と推定し

たのである O その背景には、そもそも宣撫班が満鉄の工作組織に由来する

ものであるという史実がある。 S1 1・S2 1の執筆者Lを満鉄系の宣撫官

と考えれば、守完本」初版の執筆者が r初等」の あるいは他の何らかの

南満洲教育会または在満日本教育会編輯の教科;書の一表音式表記に意を払

い、それに倣った表音式表記を F読本」に採用したことが説明可能となる O

そして、 N23、P2 4、PIXの表音式表記が崩れた理由は、その改版

作業が満鉄系の宣撫官の手を離れ、おそらくは一般公募で採用された宣撫

官に任された結果、表音式表記が「読本J の特徴であることが理解されず
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充分な注意が払われないまま、杜撰な改版作業が行われたからであると考

えられる。従って、 N23、P2 4、PIXの改版作業は、第 1凶公募宣

撫官が華北占領地に到着し、それぞれの任地への配属が行われた1938(昭

和13)年3月31日以降めか、あるいは、満鉄系宣撫官の引き揚げが完了し

た1939(昭和14)年 7月10日以降5)に行われたと見ることができる O

この考察を推し進めると、 P1XとP2 4にはN2 3裏表紙に掲載され

ている日満支三カ国国旗に「建設東亜新秩序」のスローガンを被せた図が

ないことから、それらの改版時期をも推定することができるO 中村 (2002

b : 67-69) で考察したように、このN23の図は多田部隊、即ち陸軍中

将・多田議、)を司令官とする北支那方面箪刊行の宣撫工作文書にのみ見

られるものであった。しかし、第四版にこの閣がないということは、その

改版作業が、多国が北支那方面軍司令官を退いた後に行われたことを示し

ている O 多田の北支部方面軍司令官在任は、 1939(昭和14)年 9月12日か

ら1941(昭和16)年 7月7日までであるから、ここから、 P1XとP2 4 

は、 1941 (昭和16)年 7月8日以降に改版されたということになる O とな

ると、宣撫班は1940(昭和15)年 3月31日で既に解散しているので、これ

らの改版作業は、宣撫班が解体・統合された中華民国新民会(に移行した

宣撫官)に引き継がれたこととなり、表紙から初版や第三版にある「宣撫

班本部編」や「大日本軍編」の記載が消えたことも理解できるO では、な

ぜ「新民会編J の記載が入らなかったのかについては、現段階では推定で

きる史料がないため、今後の課題とするより他はない。

と同時に、ここでN23の改版時期もより明らかになってくるO筆者は、

中村 (2002a : 104-105)でN23の執筆・刊行時期を1938(昭和13)年11

月3日以降1939(昭和14)年11月3日までと推定したが、この期間に上記

の史実を重ねていくと、 N2 3の改版は、多田が北支那方面軍司令官に着

任した1939(昭和14)年 9月12日から同年11月3日までの約2ヶ月の間に

行われたことが解る。

最後に、 4.3で触れたP1Xの、 P2 4とも他の諸版とも類似しない特

異な誤記・誤植についてその理由を考えてみたい。

先ず、「今日」→「ケョオ/ケヨオ」という誤植は、 P1Xの全ての「今

日」に現れている O これが、例えば1箇所のみの誤植であれば、偶々校正

上の見落としがあったのだ、と考えることもできょう。しかし、全ての「今

日」が「ケョオ/ケヨオJ となっているということは、 P1Xを改版した
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人物が「今日」という漢字詰葉の読みを一掬音の縮書は一旦措くとして一

「ケヨオ」であると完全に思いこんでいた、ということを示している。と

すると、この誤槌(あるいは校正段階での見落とし)は日本人によるもの

ではないと考えられる7)

上記の推定を傍証する誤摘がPIXに2件4箇所現れている O その Aつ

は、 S1 1二ト七課と三ト四課にある二つの「貸シテドサイ」の「貸」が

PIXではどちらも「借」になっていることである O 日本語では、「貸すJ

と「借りる」は異なる漢字で表記するが、中国語ではどちらも，{昔(jie)J 

になる O もう一つは、 S1 1凶十五課の 'f亭車場」と「入場券」の「場」

に、(当時の)中国語では使われるが日本語では通常使われない「場」と

いう、「場」の同字(別体字)8)が使われていることであるO これを他の巻・

抜で見てみると、 S2 1ート諜の「炊事場」と「風呂場」は、 S2 3でも P

2 4でも「場」となっている O

そこで、以上の二点から、 PIXの改版作業には、当時の中華民国新民

会に関係した日本語母語話者以外の人間として、中国人が関与し、かっこ

のことはPIXに限られるものであることが推定されるO と同時に、日本

語の本文にこの誤植が現れていることは、そのl十l国人が本文自体の改版作

業に関与したことを示しており、それだけの作業を任されるのであれば、

その人物はある程度の日本語運用能力を有していたとも推定される O

このように推定すると、先に述べた S1 1とS2 1の関係のみでなく、

PIXとS2 4もその改版作業は、同じ第四版でありながら P2 4にはP

1 Xのような誤植が見られないという点で、別個の作業として、あるいは

別の改版者/チームによって行われたのではないかと考えられるが、これ

については今後の検討課題とせざるを得ず、また、 1:~1 国人の関与について

もなお再考の余地があることを記しておきたし、

以上が、『読本』成立過程に関して推定できる事柄である O 但し、本主主

冒頭にも述べたように、これらはあくまでも現段階での暫定的なものであ

り、今後新たな史料の発見や調査の進行によって批判的検討を経て篠定さ

れていかなければならないものであることを再度述べておく O

6. まとめと今後の課題
最後に前章までで述べてきたことから、もう一度『読本』初版の成立事

情/過程を整理しておきたし、。
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(il S 1 1とS2 1は、満鉄系の宣撫官によって1937(昭和12)年12月14

円以降1938(昭和113)年3月30円(あるいは遅くとも1939(昭和114)年

7月9日)までの間に執筆・刊行されたが、印刷者あるいは印刷開始時

期が異なっている可能性がある。

(ii) N 2 3は、満鉄系宣撫官ではなく一般公募による宣撫官の干によって

1939 (昭和14)年9月12日から同年11月3Rまでの間に改版され、 P2 

4と同ーの印刷者あるいは紙型/活字によったものと推定される。

(iii) P 2 4 ¥土、 1941(昭和16)年7月8行以降に1:11華民間新民会(に移行

した←舟芝公募による宣撫官)によって改版され、 N23と同ーの印刷j者

あるいは紙型/活字によって印刷されたと推定される。

(iv) P 1 Xは、第四版であると推定される。その改版作業には日本語運用

能力を有する中国人が関与した可能性があり、 1941(昭和16)年7月8

円以降にrJCI華民間新民会(に移行した一般公募による宣撫官)によって

改版されたと推定される。

以上の暫定的考察を承けて、今後課題とするべき事柄について述べてお

きたい。

まず、前述のP1X改版への中国人の関与という問題に関連して言えば、

P1Xの中国語訳には表 1に見られるようにいくつかの誤植がある。句読

点の誤植はともかく、二十四課の「好」→「失」、四ト六諜の「這」→「還」

等の明らかな誤用があるが、 P1X改版に中国人が関与していたなら、な

ぜこのような誤植が残存したのか、という問題が浮上する O 田111 (2003: 

136) は、 r~.完本」の中国語訳について「日本語の直訳による不自民な筒所

が多く見られ、…(中略)…中国語を解する日本人の子によるもの」と推

測しているが、かかる指摘をも勘案すると、 5章で今後の課題とされた諸

問題も含めて「読み'03 の成立過程は、日本語のみでなく中国語訳の作成過

程も視野に入れて考察の射程を拡大していかなければならない。

また、4'ti寸 (2002a)以降繰り返して述べていることではあるが、史料

の続的な探索がより一層求められる。これは、未発見の F巻~Jl第二版・

第三版、及び、「巻二二』第二版の発見が何より緊要で、あるが、その他にもお

そらく様々なものが存在したであろう宣撫工作関連文書や教科書eの探索も

必要である O 今回、弓完本」第四版が北京市で発見されたことから、今後は、

海外も含むより広範な探索によって新たな史料の掘り起こしを行い、それ

らの分析を通して華北占領地に於ける日本語教育の実態をさらに解明して
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いくことが課題とされる O

註:

1 )清水からの検分報告は、 2004年 1月21日付筆者宛電子メールによる O

2 )向上の電子ーメールによる。

3 )文字・数字以外の各種記号活::j<の総称。句読点・括弧類・漢文用返り

点など。(桜花デザイン「和文フォント大図鑑:フォントの基礎知識」よ

り。じRL= http://ohkaclesign.cool.n巴jp/ wab unfon t/ stucly /basic /basic 

htmJ) 

4 )岡4に(1982: 2ω37) によると、第一凹宣~官公募は1938 (昭和13)年

2月、採用試験は同年3月5・6日で合格発表は 7円、合格者は同月13

H東京出発、 22日北京着、 8日間の訓練期間を経て30日配属先決定、 31

日任地着となっている。但し、宣撫班総務係(l939~1940? : 13)では

「第一凶内地採用宣撫班員到着 三月二十一日」となっており、岡本の

凶想とずれがある。なお、この宣撫班総務係の丈書の襟題には「昭和iト

二年」とあるが、 1939(昭和14)年9月までの宣撫班増強経過が掲載さ

れていることから、その成立は、 1939(昭和14)年一1940(昭和15)年

3月と推定される。

5 )宣撫班総務係 (]939~1940? : 26)の記述「北支宣撫班ヲ嘉礎確立ニ
アラユル製難ヲ克服シ宣撫班ヲ今日アラシメタル先輩満鉄派遣社員ハ極

少基幹人員ヲ残シ他ハ七月 r-Rヲ以テ引揚完了セリ」による O
6 )これについては、 rll村 (2002b : 68)で「陸軍大将」としたが、これ

は「陸箪1:1:1将」の誤りであったので、ここに訂正しておく O

7)このことは、前に述べた PIX卜七課「お湯」にも該当する可能性が

ある O

8)諸橋・鎌田・米山 (1981) ワム漢和辞典J (大修館書忠)に「同字(日Ij

f本字)J とは i:t:音・韻書に、 r…にi司じ j或いは…に作る」などと記

された文字。 fnJ音、同義で¥成り立ちの上で異なる形体をとるもの」

(pp.3-4)とある。厳密には「誤植」とは言えないが、表2では日卒;語

の用字として「誤植」とした。現在の 1_1'1国語では、簡f本字「坊」を用い

るO
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A philological study of“Nittongo Kaiwa Tokuhon" 
edited by the ]apanese Military Placation Squad 

About the editing process 

NAKAMURA， Shigeho 

This paper investigates philologically the processes of editing and 

publication of “人マ1仰ongoKωωα Tokuhon (Reader for ]atanese Conversation)" 

edit巴dby the J旦paneseMilitary Placation Squ日dduring the Sinoゴ丘panese

War from 1931 to 1945. The author presents the differences among five 

t巴xtsincluding“入，'ittongoKaiwa Tokulωn" discovered recently at the Peking 

Municipal Archive in Chin丘、丘nd examines the probable periods of 

pu blication through the differenc巴sof printing typ巴s.covers!back covers 

and misprints， especially the errors of phonetic spεllings. As a result of 

investigation， the following points are presumed 

1) the first edition was written and published by the member(s) of the 

Placation Squad from the South Manchurian R且ilwayCo. Ltd. ancl the 

other editions were revised by member(s) employecl by public 

advertisement from February of 1938 

2) the text of 丸'olume1 cliscovered in Peking is the fourth eclition eclitecl 

by Shinminkai aft巴rthe break-up of the Placation Squad 

3) there is a possibility that Chinese staff participated in the ecliting of 

the t巴xtof volume 1， fourth巴clition.

4) the thircl edition and the fourth eclition of volume 2 were publishecl 

and macle by the same printer 

Finally， as future research issues. further examination regarding the 

cooperation of Chinese staff and the continual investigation of the textbooks 

and documents will be needed 
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